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の DALYs の有用性を示すとともに、DALYs 推定の手順を示している。また、過去の水系
感染事例数、疾病負担の両観点からリスク評価対象病原微生物として C. jejuni を選
定した上で、C. jejuni 曝露による DALYs 算定のためには、続発症も含む C. jejuni
が引き起こす疾病モデルを構築することが重要である点を指摘した。さらに、 DALYs
を推定する上で不確実性が高い要素について考察し、実験的検討が必要な項目として、
C. jejuni の感染− 発症割合、C. jejuni と E. coli(大腸菌)の比率を表す C/E 値、 C. 
jejuni 感染症発症後の GBS 発症率を抽出している。 
 第３章では、DALYs の計算過程において不確実性が高い因子である感染— 発症割合に










 第４章では、環境水中の C. jejuni に適用可能な定量方法および分離方法について
検討している。まず定量・分離を行う際に最も重要な培養方法について検討した結果、
定量・分離方法ともに、ボルトン培地とプレストン培地による培養を組み合わせた培
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養方法 (二段階増菌培養 )が、最も適した方法であることを明らかにした。定量方法に
関しては、二段階増菌培養で C. jejuni を十分に増殖させた後、PCR による検出と MPN
による統計学的手法を組み合わせた MPN-PCR 法を用いることにより、感度よく安定し
て C. jejuni を定量可能であることを示した。分離方法に関しては、免疫磁気ビーズ、
ならびにメンブレンフィルターによる方法ともに、二段階増菌培養と組み合わせるこ
とで C. jejuni を分離可能であることを示している。 
 第５章では、確立した環境水中の C. jejuni の定量方法および分離方法を用いて、
水道原水である河川水とその汚染源となる下水処理水について、C. jejuni 存在実態の
調査を行っている。C. jejuni 定量では、二段階増菌培養と MPN-PCR 法を組み合わせた
方法で C. jejuni 濃度が低い河川水試料でも感度よく安定した定量が可能であり、本
定量方法の有用性を示した。また、本定量方法を用いて DALYs 推定に必要な C/E 値デ
ータを収集した結果、その範囲は最大で 4.4×10-3、最小で 2.2×10-6 となり、変動が
小さくないことを指摘した。C. jejuni 分離では、C. jejuni が低濃度で存在する河川
水ではメンブレンフィルター法でのみ安定して分離できたことから、メンブレンフィ
ルターによる分離が有用であることを示した。  
 第６章では、河川水中から分離した C. jejuni 菌株に対して GBS 発症に関わるリポ
オリゴ糖(LOS)を抽出し、LC/MS/MS を用いた構造解析を行うことによって、GBS 発症に
関連する菌株の存在把握を行っている。その結果、分離した C. jejuni 全菌株の 12%
が GBS 発症に関連する GT1a 様構造あるいは GD3 様構造を含む LOS 構造を保有すると判
定され、GBS 発症関連菌株の存在を確認した。そのため、河川水を水道源水とした場合、
C. jejuni による GBS 発症のリスクが存在することを指摘した。 
 第７章では、本研究で蓄積したデータや GBS 発症関連 C. jejuni 菌株の存在実態に
関する知見に基づいて、飲料水起因の C. jejuni 曝露により引き起こされる健康影響
を、DALYs により推定している。まず QMRA により年間感染確率を算出した結果、許容
リスクレベルである 10-4 人 -1 年 -1 を下回る結果となり、感染確率の観点から従来型の
浄水処理 (凝集− 沈殿処理、急速砂ろ過処理、塩素処理 )で生産した水道水の微生物学
的な安全性を確認している。続いて、C. jejuni が引き起こす疾病モデルを構築した上
で、文献値、疫学調査、C. jejuni 存在実態の調査結果により得られた情報に基づいて
DALYs を試算した。その結果、最も高かった DALYs 推定値であっても、WHO が提案して






 第８章は結論であり、本論文で得られた成果について要約している。  
 
 
 
 
 
